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 4 月 7 日、 町内 5 コの川手技で 人手 式 ガ行 ぬ われま 

した。 
あ Ⅲこくの雨でしたが、 溝曲 
い 新一年生 は、 輝いていました 

山田小学校入学式 か咬           由甘 、 
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使用料・手数料 l 億 l,l00 万円 
分担金・負担金 8,000 万円 
財産収入   

PRX 入 充実したまちづくりを 実現するために、 計画的な収入確保に 努めま す 

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め
 

の
原
姿
 と
な
る
収
入
は
、
上
記
の
 グ
ラ
 

フ
 ㈲
よ
う
な
財
源
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
，
 

ま
ず
「
 W
 税
 」
は
、
昨
年
と
同
様
に
町
 

民
 税
の
減
税
に
 よ
 り
減
収
が
見
込
ま
れ
 

て
い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
の
増
収
に
 

よ
り
二
四
億
匹
、
 
0
 ①
 0
 万
円
と
な
っ
 

で
い
ま
す
，
 

ぬ
 方
自
治
体
の
財
源
不
足
を
補
 う
 

「
地
方
交
付
税
」
は
ほ
ぼ
前
年
並
で
 @
 

七
億
七
、
二
 0
0
 万
円
が
 兄
 込
ま
れ
て
 

い
ま
す
。
ま
た
、
 
W
 氏
 税
の
減
税
を
補
 

克
 す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
地
方
特
例
 

交
付
金
は
一
億
一
 0
0
 万
円
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
体
育
館
の
建
設
に
伴
 

 
 

「
繰
入
金
」
と
「
地
方
債
」
が
挙
げ
ら
 

れ
ま
す
。
「
 操
 入
金
」
は
 一
 ①
 億
セ
ょ
，
 -
 

0
 ①
万
円
が
基
金
か
ら
操
り
入
れ
ら
れ
、
 

そ
 の
う
ち
体
育
館
建
設
の
た
め
に
横
み
 

て
き
た
一
二
 0O
 

刀
 Ⅲ
が
充
て
ら
れ
ま
す
，
ま
た
「
 W
 億
 」
 

は
 九
億
五
、
二
 0
0
 

万
円
の
借
入
子
ル
・
 

ル
 

の
う
ち
九
缶
 円
 が
体
育
館
建
設
に
充
で
 

わ
 れ
ま
す
が
、
将
来
的
に
借
入
額
の
 半
 

分
程
度
が
地
方
交
付
税
と
し
て
戻
っ
て
 

く
る
予
定
で
す
。
 

全
国
の
地
方
自
治
体
は
景
気
の
低
迷
 

や
 減
税
な
ど
に
よ
る
税
収
小
足
に
よ
り
 

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
 深
 

刻
 な
財
源
不
足
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
 

岡
珂
灯
 で
は
健
全
な
財
政
運
営
を
図
り
 

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
現
さ
 

せ
る
た
め
計
画
的
な
財
源
の
確
保
に
努
 

め
ま
す
。
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  一般会計予算額の 推移 

特別会計十 笘 
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3 億 6,70 
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  Ⅲ   臼億 

バランスのとれ 
  

・ 91 億 2,500 万円 
その他 6%0 
  

  

  災害復旧 議会費 費 l 億 8.50Q ， 万円，   l 
商工費 l 億 400 万円 

労働 黄 8,500 万円 
一 予備費 l,200 万円 

農林水産業費 3%0 
3 億 1,000 万円 

l
 
 
 

Ⅰ     Ⅰ パ ・． -   

廿 Ⅰ 軒 甘仮 {% 

Ⅰ 億 3 万円 。 仙 0 甘 ・ 3 

3 億 5,600 万円 6.9 
A636 千円 A12% 

42 位 5 男甘ム ]7.3 
2,700 万円 % 5 

教育費 8%0 

AgWo 万円 ム ].5 
7 億 4,500 万円 

サンリーアイ 体育館の建設など、 ガけガ えのないふるさとに…支社Ⅱ 

次
に
ま
ち
づ
く
り
に
投
資
さ
れ
る
 ど
 

Ⅲ
の
 F
 算
は
上
記
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
 

な
っ
で
い
ま
す
。
ま
ず
 八
 ，
自
度
の
丈
Ⅲ
 

の
う
ち
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
体
育
館
建
設
 

中
業
に
よ
り
 最
 人
の
構
成
比
率
三
七
 

一
，
ド
を
 
占
め
る
も
の
は
「
総
務
 穏
 」
で
 

す
 。
そ
の
ほ
か
に
も
町
の
保
養
施
設
 

「
臨
海
 荘
 」
の
大
規
模
改
修
や
平
成
 

二
年
度
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
 

な
る
第
四
次
総
合
計
画
策
定
業
務
、
住
 

居
 表
示
、
遠
賀
郡
合
併
協
議
会
負
担
金
 

な
ど
 広
笹
囲
 に
わ
た
る
 丘
 免
を
組
ん
 て
 

い
ま
す
，
 

次
に
占
い
構
成
比
 中
な
 Ⅱ
め
る
「
 民
 

生
按
 」
で
は
、
い
こ
い
の
せ
の
 辿
営
穏
 

や
平
 脱
 ，
二
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
 介
 

謹
 保
険
に
関
す
る
予
算
、
遠
賀
郡
四
町
 

共
同
事
業
と
し
て
の
知
的
障
害
者
デ
イ
 

サ
ー
ピ
ス
施
設
建
設
負
担
金
な
ど
高
齢
 

者
や
臆
言
者
、
保
育
所
な
ど
福
祉
行
政
 

全
般
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。
 

ま
た
「
土
木
女
」
で
は
生
活
道
路
 

街
路
や
河
川
な
ど
の
整
備
や
新
し
い
 町
 

育
苗
」
で
は
 山
 m
 小
学
校
の
建
替
の
実
 

施
設
計
や
各
小
学
校
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
 

ト
 導
入
に
係
る
予
弗
や
体
育
館
建
設
に
 

合
わ
せ
て
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
舞
計
画
 L
 

の
策
定
、
ま
た
「
商
工
 宙
 」
で
は
海
老
 

津
駅
周
辺
の
商
業
地
域
の
活
性
化
を
検
 

訂
 す
る
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
 構
 

想
 」
の
策
定
を
行
な
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
も
「
か
け
が
え
の
な
 い
 

ふ
る
さ
と
に
な
る
ま
ち
お
か
が
き
」
 

を
目
指
し
て
・
多
く
の
 

支
出
の
 

予
算
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
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囲垣サンリーアイ 施設管理 
運営費 

2 億 2,533 万円 

屯算 システム開発事業費 3.339 万円 

住居表示事業 1,459 万円 

国際交流事業 1,964 万円 
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岡垣 サンリーアイ 第 2 期施設 ( 体育館 ) 整備事業 
20 億 4, 000 万円 

町民の皆さんが、 スポーツを行なう 人も観る人も 楽しむこ 
とができるイベントホールの 機能を併せ持っ 総合体育館の 建 
設及び備品の 整備を行ないます。 平成 12 年 3 用には完成し、 
Ⅲ年 6 何から利用できる 予定です。 
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在宅介護支援センター 運営事業 2,325 万円 

痴呆性老人バループホーム 690 万円 

老人ホームヘルプサービス 事業 3,065 万円 

遠賀郡知的陣営 者 デイサービス 
施設建設事業 

4,257 万円 

健康・福祉まつり 350 万円 

いこいの 里 施設管理運営費 5,520 万円 
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J R 海老津駅双の 商店街を中心とした 商業地域の 
活性化を探るうえでの 基本となる構想を 策定し、 今 
後の商業基盤 亜 備を進める指針とします。 

各種健康診断事業 3,802 万円 

岡垣町保養施設 
「臨海 荘 」改修工事 

「， 700 万円 

特定地域開発就労事業 8,543 万円 

農業用水路整備事業 5,310 万円 

三里松原保全シンポジウム 20 万円 

通
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合
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各種イベント 事業 
( まつり 岡垣 ・ 夏 まつりなど ) 

1,760 万円   
事
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 渡洋漁港局部改修工事 2, 「 00 万円 

観光関連工事 
( ふれあ い公園散策略整備など ) 

1,204 万円 

町道 維持・改良費 ] 億 3,972 万円 

町 単独排水路改良工事 6,200 万円 

都市計画街路整備事業 7,185 万円   
消防施設整備工事 
( 車庫建設、 防火水槽 設 目など ) 

3,668 万円 

小・中学校パソコンリース 料 ],242 万円 

長尾古墳発掘調査 420 万円 

家屋等鉱害復旧事業費 ] 億 8,483 万円 
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平成 5 年間 垣 サンリーアイが 拙 仮して 7 回 ll の 4 / 」 
Ⅰ 日 、 利用者 100 万人達成セレモニ - が行われました。 
来年度完成に 向けて、 現在サン リー 7 イ第 2 期工事 体 
育 館の建設が進んでいますが、 刊 m 廿も 100 方人を超 
え 体育館が完成すれば、 よ り よ い女波の場になると 思 

います。 
利用者 100 万人目の刀板子佐子さん ( 内浦 ) は、 「 図 
番舘に 本を借りに来たときに、 100 万人円ですと 言わ 
れ しばっくりしました 0 受付なとも笑顔でとても 感じが 

よく、 イベントや講座などがたくさんあ るので人好き 
です」と語ってくれました   

さぁ 手をたたいて… 

岡垣 こどもまつり 

ぽかぽか陽気となった 3 用 7 口、 中央公民館で 岡 

珂 こどもまつりが 開 拙されました。 ダンボールで 作り 

た迷路や劇などで、 斤 どもたちは大喜びでした、 
千台 てィ 、 ットヮ一 グナチュラルの 代表木村和美さ 

ん ( 宙水 ) は、 「 "/-lHl 、 各団体などに 声をかけて、 

干 作りの li..   上 @! こどもまつりが 盛大にできたことを 人 

変 うれしく 思づ でいます。 宅地造成などで 転入する 

人が増え、 密室育児などが 増えている現状で、 みん 

なが協力し合って   子どもたちの 楽しめる場を 捉 供 で 

きたことが、 よかったと思います」と 話してくれま 

。 l ， た @, 

ⅠⅠ ャ 
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障害のあ る人も、 障害のない人も 考えて… 

） 

  

岡垣町障害者計画を 策定Ⅰ 

障害には、 身体障害、 知的障害、 精神障害 ガあ 

り 、 その種別や程度も 多様で、 障害のあ る人やそ 

の家族 ガ らの要望も様 ワ なもの ガ あ りま す 。 また、 

障害のあ る人を取り巻く 環境は、 急速に進展 す る 

高齢化や、 障害の重度化・ 重複化、 生活環境の多 

様 化など大きく 変化しています。 

このような状況の 中、 岡垣町では障害を 持っ人 

たちの生活や 実態や意見・ 要望を把握するため 実 

態 意向調査を行いました。 この結果を踏まえ 平 
成 「 0 年度に「岡垣町障害者計画」を 策定しましたの 

で、 ご紹介します。 連 な社主 ● 策 白し ● ち が に べ 「 推 ● のし成浩 ● たし 

の柏祉境 にの 進に自の者 りし 、 人の て に れ すきの 及 
連立 協 な 掲連 に社らあ が   を て 物にあ の よ ば   べ ろあ び 
携 協議 どげ携 契合がる 主 推日 理とる 人 しいて 地 6 陣 
を 力会 広た め 参椅人体 進学的 っ 人 に 、 けの成人言 
図 ・ そ範施 ま加っが性 し生 ・ てに と 工 ま人社も 者 
り 支の囲 策 
ま援 ほ ほ は 
す体 かわ   
。 制のた 福 
の 関る 祉 す望 みし い の 発陣 すい 正 
確保 た   こを よい 住 侶・ 害 6 人し 
保岡 めィ呆 と 無い住 み 進広 にたも い 
に ィ本 、 健 がく まみ よ に 報 つめ同理 
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ま人点す の 
  町 、関 教育、 ら 機関 係 部や   しと 
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在
宅
障
害
者
が
外
出
す
る
と
き
の
手
助
け
や
、
自
立
し
 
安
 

Ⅰ     
障
害
者
が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
 
う
 に
、
道
路
の
段
差
 や
 

歩
道
の
確
保
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど
に
計
画
的
 
に
取
 

り
 組
み
、
公
共
建
物
の
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
、
障
害
者
 
用
ト
 

イ
し
 な
ど
の
整
備
を
、
順
次
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
 
す
 。
 

ま
た
災
害
発
生
時
に
安
全
に
避
難
誘
 速
 す
る
た
め
、
 
行
 政
 

機
関
、
消
防
団
、
各
行
政
区
、
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
 
ィ
ア
 

団
体
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
災
害
弱
者
支
援
組
織
の
 
確
立
 

と
 育
成
を
図
り
ま
す
。
 

了
 、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

障
害
の
あ
る
子
の
早
期
教
育
相
談
に
つ
い
て
の
正
確
な
 
清
 

報
の
提
供
と
、
相
談
に
対
応
で
き
る
体
制
の
確
立
、
保
 
健
所
 

や
 教
育
委
員
会
、
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
の
各
関
係
 
機
 関
と
 

の
 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
教
育
、
保
健
・
医
療
、
 
就
業
 

な
ど
に
関
す
る
情
報
の
人
手
と
障
害
者
や
家
族
に
対
す
 
る
正
 

確
 な
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
障
害
者
が
生
涯
学
習
 
に
取
 

り
 組
め
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、
出
前
講
座
 
、
公
 
/
 

民
館
 講
座
の
充
実
や
生
涯
ス
ボ
ー
ッ
の
振
興
も
図
り
ま
 
す
 。
 

5
 

、
ひ
と
づ
く
り
の
推
進
 

保
健
婦
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
Ⅱ
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
 の
 

養
成
、
確
保
に
努
め
る
一
方
、
専
門
職
員
の
た
め
の
 
各
 種
研
 

修
を
実
施
し
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
 
組
織
 

強
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
を
構
 
極
 的
に
提
供
し
 
ま
す
。
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、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

3
 
 
障
害
者
団
体
を
は
じ
め
と
し
た
各
福
祉
団
体
や
社
 
全
幅
 

社
協
議
会
と
の
検
討
会
で
、
成
果
の
報
告
や
障
害
者
の
 
要
 

望
 把
握
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
 
 
 

4
 

、
 

教
 五
月
の
 *
 ル
 主
文
 

 
 

ア
 と
の
連
携
に
よ
る
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
 
構
 築
、
 

血
液
透
析
医
療
施
設
の
町
内
設
置
や
休
日
な
ど
の
放
生
 心
 
医
療
 

の
 充
実
を
図
り
ま
す
。
 

2
 
 国
・
県
へ
働
き
か
け
た
り
、
近
隣
両
町
と
の
連
携
 
に
よ
 

る
 広
域
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
 

@
 
 関
係
各
課
の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
総
合
計
画
に
 
基
づ
 

く
 実
施
計
画
へ
の
各
施
策
の
計
上
と
年
度
ご
と
の
成
果
 
の
 

確
認
を
行
い
ま
す
。
 

障
害
者
計
画
に
掲
げ
た
各
施
策
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
 
た
 

め
、
 
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
 

9
 （
推
進
体
制
 

8
 

ハ
社
会
参
加
の
促
進
 

障
害
者
が
地
域
活
動
や
余
暇
活
動
な
ど
に
主
体
性
 

性
を
も
っ
て
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
取
り
紐
 

て
 、
障
害
者
の
自
主
性
の
向
上
や
積
極
性
を
引
き
出
 

く
た
め
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
文
化
，
ス
ポ
 

動
の
指
導
者
育
成
や
団
体
の
養
成
を
図
り
、
既
設
の
 

座
 、
公
民
館
講
座
の
見
直
し
り
、
障
害
者
の
特
性
に
 

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
 及
に
 努
め
ま
 ・

自
主
 

み
と
し
 

し
て
い
 

｜
ツ
 浩
 

文
化
 講
 

応
じ
た
 

す
 。
 

心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
自
立
支
援
の
た
め
、
送
迎
 サ
｜
 

ビ
ス
の
充
実
や
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
検
討
、
 
在
 宅
福
 

祉
 サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
 
ス
テ
 

イ
 、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
周
知
に
努
め
ま
す
。
 

印
行
政
、
各
相
談
機
関
な
ど
が
互
い
に
連
携
を
取
り
な
 
が
 

ら
 、
総
合
的
な
相
談
体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
 
「
 し
 

こ
 い
 の
 里
 」
に
お
け
る
総
合
相
談
窓
口
を
強
化
し
ま
す
  
 

ま
た
、
障
害
者
が
入
所
・
通
所
が
で
き
る
施
設
の
設
置
 よ
、
 

@
 

民
間
に
よ
る
障
害
者
施
設
の
誘
導
を
図
る
な
ど
、
施
設
 
の
整
 

備
 
・
拡
充
を
郡
内
四
町
で
連
携
を
取
り
な
が
ら
推
進
し
 ま
す
。
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ト
 杯
 福
岡
オ
ー
フ
ン
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選
手
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大
会
 

と
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 月
㌘
・
 答
円
 

と
こ
ろ
福
岡
市
城
南
区
 

0
 男
子
団
体
 

Ⅰ
 
位
 
海
老
 津
 ク
ラ
ブ
 

（
監
督
）
和
田
功
 

（
選
手
）
小
澤
 
薫
 

・
岡
村
加
治
 

秋
 武
一
也
，
石
田
浩
 

末
次
 
竜
則
 
・
小
木
祐
介
 

福
島
悠
 々
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 位
 
岡
垣
 ジ
ュ
ニ
ア
 

（
 
監
甘
 ）
 浦
石
 
恵
博
 

（
選
手
）
池
田
雄
一
・
黒
田
真
司
 

松
本
久
雄
・
中
務
敬
人
 

森
 
勇
樹
・
佐
藤
竜
太
郎
 

参加する人も 読む人もあ んな友達。 こ 

く 。 

3 0 3 0 3@ 2 
玄 玄 

しイ 
位子位子忙忙 
ダ シ 小澤 小野フル 武川 ｜ ンヴ 秋武 

ス Ⅰ JL 
首 札 ス ，臆 
千 兵 也   
，坂 水桶 
本 次は j 

明 
子 悠貴 色刷   
翻駁 こっそ 

  
ス   

大学 
松 
本 

会主 
選 

久 抜 
雄   
お 境 見 手 侍 
茶 台 尭 仔 る 

室 に わ 推   
0  群 ぬ 飾   屋 挨 も @ 犬 
*L  り 児 ， h あ も 

  し 井 下 尼 
紅         
オ 孝 春 ひ 土 を 

咲 を と 産 @ 
き竹病 点 っ措店 日 本 
そ / む苅 木崎 中芙 
6 丁 瓜 火 
う 静 夫の 久 久 

千 枝 花志 子 
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花 札 春 3  % 」 わ 

屈 杢 軒 が 

の や や 

申 た 

ひ 末 家 
嵩 癒 （   と 
や ゆ る つ 堰 も 

私 に 幼 
夫 の る き き 鶴 密 集 な 

  毒 さ 尾 ま + 見 L 几 ふ 6 の 

ぐ の の え 落 角 
クト 0 手 友俵と 井て星椿 松本天 
村 来日 几口 な 打馬川 尻林野 し ダ 尭 @ 千古 み 
次 ッ ふ 勝村 晴に 泰 信 博 
千 千 兵 伐 子 轟 

（ 選 
手   

近背梅 

  
希崔 Ⅱ 廿ト 
子 江東   
馬 内膜 
場 田中 

千乗 麻 
春美琴   
山 雨 

路 の 

ゆ 降 
く る 

吾 ひ 

力 @ と 

% フ @ 
速 め 

初 冬 
れ げ 
花 枕花 
0 尾大 
冷 板 
え 叔 

子 

（ 2 

監 
督位   
和 @ めク、 ャり   
田 芝野田 
千津 亜 
代ク納由 
美 う菜美   
坂小 
木野 

明智 
丘子   
覇 

一 一 一 賊 
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町 のさわやかな 若者を簗介するコーナ 一です。 
近所や職場のさわやかな 若者を紹介してください。 
自薦・他薦、 性別は問いません。 

-- まも ⑭ きわ やゆき ん一 

稲田 雄一さん (25 歳・鍋田 ) 
岡本土木 ( 株 ) 

今月のさわや ガ さんは、 今年の夏 ガら 

サーフィンを 始める予定だという、 アウ 

トドア派の稲田さんの 登場です。 

Ⅰお仕事はどうです ガ ? 
会社が小倉で、 夜勤などもあ って通勤もけっ 

こ う 大変ですが、 だんだんなれてきました " 

最近責任のあ る仕事に変わってきたので、 

事に意欲を燃やしています。 

Ⅰ休みの日は 何をして過ごしています ガ ? 
小倉・博多・ 黒崎などで買い 物や映画鑑 穏 な 

しています， ( 囲垣も大好きなので、 友人とド 

ライブで海を 見にひったりょくしています ょ ) 

あ と… 般近 ではバス釣りにはさって い で、 

の中には 釣 .) ざお がごろごろしています。 

Ⅰ性格は ? 
友人からは「単純・おちょうし 者 ・優柔不断」 

などいろいろ 言われますが、 自分でもそ う かなぁ 

と 思います。 

Ⅰ岡垣町の印象は ? 
小学校 6 年生のときに 福岡市から引っ 越し "C 

きて、 岡垣町の第一印象は 自然が多いことでし 

た 「あ れから 13 年自然を残しつつ、 きれいなま 

ちに変化していると 思います， 

とても大好きです "     
り 共 子本 す静 巧者 の 雪 
の り 問 な る か み者 湯の 
イ色 ゆ けが に な に は 煙井 
も さ                   し る セ @ ジ   
。 失 し む か ば 手 は ュ わ 白 

か友 今が 
せ         宵 や し春 見の き 追ス @  ， Ⅰ、 わ き 几 
始 腸 満 く と 庭 い片 と帝 
むい 月知 る に 越 千 滴 に 
る し キ目 6 時 し に 佐の 手 
掩 他店 明 西 の 甲 に ハ 々 ま 

米 助 松 6 打 枝 受 け ン木   
が セ ） わ り ド育 つ 

和 し 清 よ 光 た武 ル舎 つ 
子 は芙 陣代 り 秀 を子 山 
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生涯学習で " まち " が変わる / 
まちづくり ほ 、 ひとづくりから。 その「ひとづくり」をより 一層進め 

るために、 人々の生涯学習を 進めることが 大切です。 このまちを「かけ 

がえのないふるさと」にしていくために 一人ひとりが 地域を構成する 一 

員 であ るとの住民意識を 高めて豊かな 生活を創造できるまちづくりを 推 

進していきます。 行政と共にまちづくりに 参画することにより、 住民主 

体のまちづくりが 進められ、 そのような活動の 中から町民の 皆さんが、 

  
  
出会い 

ふれあ い 

学び 愛 

まちの共感を 作り出すことになります。 今回ほ岡垣町のひとづくり 推進 

計画のあ らましと代表的な 事業のど紹介をします。 
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三姓早笛まうつ   ， / 
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@ 枠しくは 紐牡社 実教育 榛へ @ 1 

⑩
 



ク ) 妙 ぎし ， タツⅠ 尹シ杉ダ   
おっだんご ; 兄弟 

Ⅹ 

 
 
/ 

く 材料 各 4 人分 ) 

① ( 赤 ) にんじん団子 
:; にんじん (35 グラム @ 白玉粉 (50 
グラム @ さと う ( 小さじ 1 杯 );:7K 
( 太 さじ 1 . 1/2 杯 ) 

② ( 日 ) とうふ団子 
;; 白玉粉 (60 グラム @ と うふ (50 グ 
  ラム )0 水 ( 適彙 ) 

③ ( 緑 ) モロヘイヤ団子 
・・ 1 白玉粉 (60 グラム @0 とうふ (50 グ 

ラム @ モロヘイヤの 粉末 ( 3 グラ 
ム @ 水 ( 適丘 ) 
④たれ 
㊦しょうゆ ( 大さじ 1 杯 ), 、 ・さとう 

@. 太 さじ 2 材 弱弱い水 ( 大さじ 2 科 り 

，かたくり粉 ( 小さじ 1 杯り 

く作り方 ) 

て C  にんじんは皮をもいて -% りお 

ろす， 

            ボールに①・ l, ⅡⅠ 粉 ・砂糖を 

入 れて混ぜ、 少 @, ずザ 水を川 え 
て耳たぶ ぐらいのⅢさにこねて 

約 3 センチの・平らな 団子に九 の 

  

G  熱湯でゆで、 浮いたら水にとっ 

で冷ます， 

糸八Ⅱ・Ⅱ チ にして :l Ⅱ・ ごさ @   Ⅰも 兄 た 

@ がいい "c" ケ ‥ 

の たれは、 材料を照・ こ かけとろ 

みがつけたら 火をⅡ ， めて出来 ト ． 

がる・ 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘノしス メイトの会 ) 

Ⅰ
Ⅰ
 甜
 口四
 

皆
さ
ん
へ
世
帯
主
を
通
じ
て
郵
送
し
て
な
い
人
は
 

、
 田

田
 コ
 

電
話
で
申
し
込
み
が
で
き
 

で
ハ
 

料
 

健
診
の
申
し
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Ⅰ町民武道貞 官 %282 一 6111 
Ⅰいこ : 、 の里 ・社会福祉協議会 %283 一 2940 

ク 同士 巨 サソリーアイ %282 一 1515 
クシルハー ノ、 W  れノタ -  %  282 一 4688 

待っていき ちソ 

航空自衛隊非常勤隊員募集 
職 種 芦屋基地内の 草刈 など、 環境整 
備 作業 
受験資格 lR 歳 以上 60 歳未満の男女 
任用期間 6 月 l 日からⅡ目礼 日 
募集人員 旧人 
受付期間 5 月 9 日 ( 日 ) 必着 
提出先 第 3 術 科学校総務 諜 人車 班 ( 〒 
                芦屋 切 大字芦屋 l455-   り 

自衛隊幹部候補生募集 
防衛庁でほ、 平成㍗年 3 月採用予定の 
睦 ・ 海 ・ 空 自衛隊幹部候補生の 募集をし 

ます。 
受験資格 平成 佳 年 4 月 l 日現在、 ㍗ 歳 
以上 26 虜 未満の男女で 大学卒業程度の 学 

力を有する人 
締切目 5 月 l4 日 ( 食 ) 

試験日 5 月 29 日 ( 土 ) 

問い合わせ 
芦屋募集事務所 呑 ? ? 3 一 0 9 8 l へ       
防衛庁職員 ( 姦務事 採用試験 
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ク 在宅介護支援センター %282 一 5167 
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団員・ポランテイアスタッフ 募集 ! 

票Ⅱ回申 肘 ・ 遠 質地区 

  
⑨ と き 8 月 4 日 ( 水 ) から日日 ( 日 ) 

まての 4 泊 5 日 

⑨ところ 沖縄本島 

( 団員 ) 
①対象者 mo 人 ( 中間市と遠賀郡に 住 
んでいる小学 4 年生がら中学 2 年生ま 

での男女 ) 
0 参加 丑 小学生二 72.000 円 

中学生二 77.000 円 
( スタッフ か 
0 対象者 l8% 以上の男女 ( 高校生は 
除く ) 

，参加真 実Ⅰ ( 個人自 担 ) 
⑨募集期間 5 月 l 日く土 ) から l5 日 

( 土 ) まで ( 先養順 ) 
⑨申し込み・ 問い合わせ 中間・ 遠賀 
地区 少年の船 ] 実行委員会代表式 谷 

勝 ( 〒例 l 一 4204  岡垣町大字手持 563   

り甘 282 一 6267 へ 

Ⅹ申込用紙 は 、 役場社会教育課にあ り 

ま亨 。 

小作料の標準額が 変わりました 

小作料の標準額が 、 ド成 11,t,4 月 1 口 

より変わりました ，これは 3 午に・ 回 

見直しが行われているものです。 これ 

は 、 標準ですので、 旗地の貸し借りを 

する人たちの 間でさまざまな 条件を考 
えて決めてください ， 

妓 地区分 三 第 口 池田   箔 2 地区第 3 地区 Ⅰ 目   

たな作物 木柵 
    

原 ， 草黒 lll 
千野・ = 古   
I-.'@B 

  

襟準額 1 6, て ) く ) ()l1l 

問い合わせ 鹿柴委員会へ 
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●国民健康保険 税 ( 5/3U        ] 期分 
●国民年金保険料                                     5 月分 

●保有料                                                             5 月分 

●打首住宅家賃                                           5 月分 

Ⅰ
 

@Ij-i; 

0
0
 

け
 
3
 

㎝
Ⅱ
㎝
 

 
  
 
い
く
し
 

3
 
 
Ⅰ
Ⅰ
 

出
ナ
 8
 

Ⅰ
 
t
  
 

 
 

2
 

 
 
配
律
米
 -
 

●
●
●
●
 

使
わ
れ
て
初
め
て
わ
か
る
税
の
大
切
さ
 

Ⅰ ll 

野 

"  丈 休日・夜間の 当番医は 
遠賀郡消防署 呑 293-1231 へ 

  
その時、 診察してもらえる 当番医を 
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帝億礼江 沖 る 中 嚴を琶 。 弗 竹 ， 正、 村 ゑ 6 時頃 ぅ は 
日 と の の 。   庄屋 ，：を奏Ⅰ・ 古作 印 向 かあ に                 上 岡 そ 

水 でては い つ 四 。 水垣 の 

仲 て あ   の た 日 ボ 地 気 

棒先 56 列 -  %   よ も 方 分 
を神 : 。 府 」・ 折 い @ キの を   

8 19 12 25  た 物し のを 
（の中た そ で 組 
同 は の が の あ ん 

0 0 0 0 キ 寺 村 、 失るで 
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